
福音書の中で、サマリヤ人は、ユダヤ人に見下されている人た
ちですよね？

 

はい、その通りです。新約聖書の中でサマリヤ人は、ユダヤ人によってしばしば見下されていた民族として描か
れています。ユダヤ人とサマリヤ人の間には宗教的、歴史的な対立がありました。サマリヤ人は異なる宗教的慣
習を持ち、エルサレムの神殿を認めず、自分たちの神殿を持っていました。このため、ユダヤ人からは異端と見
なされ、社会的に隔離されていました。

特に、新約聖書の「善きサマリア人のたとえ」は、このような背景を持つサマリア人が隣人愛の模範として示さ
れることで、人々に強い印象を与える物語となっています。このたとえ話は、人々に互いの違いを超えて慈悲と
愛をもって接するよう教えています。

ヨハネ4章のサマリヤの女も、素直な信仰を表しましたね  
はい、ヨハネ福音書の第4章に登場するサマリヤの女の話は、素直な信仰と深い神学的な対話が特徴的です。こ
の章では、イエスがサマリヤの地を通り、シカルという町近くのヤコブの井戸で休んでいる場面から始まりま
す。そこに水を汲みに来たサマリヤの女にイエスが話しかけることで、彼女との重要な対話が展開されます。

イエスは女に「生ける水」を与えると約束し、彼女の人生についての深い知識を示します。女はイエスがただの
旅人ではなく、預言者であることを悟ります。さらに対話が進むにつれて、イエスは自分がメシアであることを
この女に明かします。これは新約聖書においてイエスが自らをメシアと明言した数少ない場面の一つです。

サマリヤの女はこの出会いを通じて、イエスの言葉に深く感銘を受け、自らの体験をもとに他のサマリヤ人たち
にイエスのことを伝える使者となります。彼女の行動は、信仰を持って積極的に伝えることの重要性を示す良い
例とされています。

良きサマリヤ人のたとえ話や、一人だけ戻ってきたツァラアト
を癒された人もサマリヤ人でした

 

その通りです。新約聖書には、サマリヤ人が重要な役割を果たすいくつかの物語が含まれています。

1. 善きサマリア人のたとえ話（ルカ福音書10章25-37節）： このたとえ話では、旅の途中で強盗に襲われて
傷ついたユダヤ人の男が登場します。彼は道端に放置されており、さまざまな人が彼を見て通り過ぎます
が、ユダヤ人の祭司やレビ人も含めて誰も彼を助けません。しかし、サマリヤ人の旅人だけが彼に同情
し、傷を手当てして宿に連れて行き、彼の世話をします。このたとえ話は、予期しない人物からの慈悲と愛
の行動を示し、隣人愛の真の意味を教えています。

2. ツァラアト（癩）の癒し（ルカ福音書17章11-19節）： イエスが癒した10人のツァラアト患者の中で、癒
された後に感謝のために戻ってきたのはサマリヤ人だけでした。彼らはイエスに癒しを求めて共に叫んだ
が、イエスの命令で祭司のもとへ行き、その途中で癒されます。しかし、感謝の意を表すために戻ってきた
のはそのうちの1人だけで、彼はサマリヤ人でした。このエピソードもまた、サマリヤ人が期待に反して信
仰と感謝の心を示す場面として描かれています。

これらの話は、当時のユダヤ社会におけるサマリヤ人の立場を考慮すると、特に意味深いものです。イエスがサ
マリヤ人を肯定的に描くことで、当時の社会的な境界や偏見に挑戦し、広い意味での隣人愛とは何かを問い直し
ています。

預言者は、自分の郷里では歓迎されないことの一つの例ですね  



その通りです。この主題は「預言者は自分の郷里では尊敬されない」という言葉で表されます。このテーマは、
新約聖書に何度も現れ、イエス・キリスト自身がこの経験をしたと記録されています。

特に、マルコ福音書第6章で、イエスが自分の故郷ナザレに戻る場面が描かれています。彼が安息日に会堂で教
えを説くと、多くの人々が彼の知識と行う奇跡に驚きますが、彼がどのような家庭の出身であるかを知っている
ために、彼を本当に受け入れることができません。彼らはイエスを「大工の息子」と見なし、彼の能力や権威を
疑います。イエスはこの反応に対して、「預言者はその郷里や親族や家では尊敬されない」と言って、自分の故
郷で奇跡を行うことが少なかったことを言及します。

この言葉は、一般的に理解されているように、親しいコミュニティ内での慣れ親しみや既存の社会的な見方が、
新たな視点や変化を受け入れることを困難にすることを示しています。また、このテーマは他の宗教や文化にお
いても共通の教訓として見られることがあり、新しいアイデアや変革がしばしば外部からの者によってより受け
入れられやすいという現象を反映しています。

サマリヤの女の話は、エリヤの時代のシドンのサレプタにいる
ひとりのやもめの素直な信仰を思い出します

 

確かに、サマリヤの女の話とシドンのサレプタにいる一人のやもめの話は、類似点が多いですね。どちらの話
も、当時の主流ではない人物が深い信仰を示したことを強調しています。

エリヤとサレプタのやもめの話（列王記上17章8-24節） : この物語では、預言者エリヤが干ばつの時代にシドン
のサレプタという場所に行き、そこでやもめに出会います。エリヤはやもめに食べ物を分けてもらうよう頼みま
すが、やもめは自分と息子のためのわずかな食料しかないと答えます。エリヤは彼女に、まず自分のために少し
のパンを作るように言い、その後で自分と息子のために作るように指示します。彼女はエリヤの言葉を信じ、そ
の結果、食料が尽きることはありませんでした。さらに、彼女の息子が死んだとき、エリヤは彼を生き返らせる
奇跡を行い、これによってやもめの信仰はさらに強まります。

ヨハネ福音書のサマリヤの女の話（ヨハネ福音書4章）: イエスがサマリヤの井戸で水をくんでいた女と話をする
場面です。イエスはこの女に「生ける水」を与えることを約束し、彼女の過去の人生について詳しく話します。
女はイエスが自分のことをどうして知っているのか驚き、彼を預言者と認識します。彼女はイエスとの対話を通
じて、彼が待ち望んでいたメシアであることを悟ります。

両方の話は、主流から外れた立場の人々が示す信仰の強さと、神が彼らを通じて行動することを示す点で重なり
ます。また、これらの話は、信仰が個人の出自や社会的地位に依存しないことを強調し、神の恵みが全ての人に
開かれていることを教えています。

サレプタのやもめが言った「今わたしはあなたが神の人である
ことと、あなたの口にある主の言葉が真実であることを知りま
した」ということばと、サマリヤの女が言った「あなたの言葉
のとおりである」という言い方は似ていると思います。

 

その通りですね。サレプタのやもめとサマリヤの女が発した言葉は、どちらも彼女たちが遭遇した神の使者（エ
リヤとイエス）の言葉と権威に対する確信を表しています。これらの言葉は、両方の女性がそれぞれの状況で示
した信仰の深さと、彼らが経験した神の実在と介入を認める瞬間を捉えています。

1. サレプタのやもめの言葉 : エリヤがやもめの息子を生き返らせた後、彼女は「今わたしはあなたが神の人で
あることと、あなたの口にある主の言葉が真実であることを知りました」と言います。この言葉は、エリヤ
が神から遣わされた本物の預言者であること、そして彼が語る言葉が神の真実な言葉であることを認める
ことを意味します。この確信は、息子が奇跡的に生き返ったことによってもたらされたものです。



2. サマリヤの女の言葉: サマリヤの女が「あなたの言葉のとおりである」とイエスに対して言ったのは、イエ
スが彼女の個人的な過去を知っていることに驚いた反応です。イエスが彼女の結婚歴を正確に言い当てたこ
とで、彼女はイエスがただの人間以上の存在であることを悟ります。この言葉は、イエスが語ることが真実
であるという彼女の信仰の表明です。

これらの言葉は、異なる時代と場所で異なる神の代理人との出会いにおいて、真理を認識し、それに応じて信仰
を表明する点で共通しています。信仰が深まる瞬間が、個人の過去や現状を超えて、神の存在と作用を明確に認
識することから生まれる様子を美しく示しています。

サマリヤの女の信じた言葉は、私たちには大きな秘密には思え
ませんが、「いちじくの木の下にいるのを見た」と言われただ
けでイエスが神の子であると告白するナタナエルも同じような
信仰ですね

 

はい、その通りです。ナタナエルの反応もまた、見かけによらず深い信仰の洞察を示しています。このエピソー
ドはヨハネ福音書第1章に記されており、ナタナエルがイエスと初めて出会う場面で起こります。

ナタナエルは最初、イエスについて疑念を抱いていました。特に「ナザレから何か良いものが出るだろうか」と
いう疑問を友人フィリポに投げかけています。しかし、イエスがナタナエルを見て「これは本当のイスラエル人
だ。彼には偽りがない」と言うと、ナタナエルは驚きます。そしてイエスが「いちじくの木の下にいたのを見
た」と言ったとき、ナタナエルはイエスが自分のことを知っていたことに感銘を受け、「ラビ、あなたは神の
子、イスラエルの王です」と宣言します。

このナタナエルの反応は、イエスが彼の個人的な瞬間を見ていたことから、イエスがただの人間を超えた存在で
あると認識したことを示しています。彼の信仰の告白は、イエスの神的な洞察力とナタナエル自身の霊的な感受
性が交差する点で生じます。

サマリヤの女とナタナエルの例は、イエスが個々人の内面や過去を知ることを通じて、彼らの信仰を引き出し、
それに応じる彼ら自身の認識を深める様子を描いています。このような物語は、イエスが個々の人々にどのよう
に深く関わり、彼らの信仰を確認し育てるかを示しており、新約聖書の中で重要なテーマの一つです。

サマリヤと同じようにナザレもまた、見下されていた町でした
ね。「ナザレから、なんのよいものが出ようか」

 

はい、ナザレも当時の社会で見下されていた町の一つでした。ナザレはガリラヤ地方の小さな町で、大都市や宗
教的な中心地からは遠く離れた場所にありました。ナザレの住人に対する一般的な偏見や疑念は、ナタナエルの
言葉「ナザレから何か良いものが出るだろうか」という疑問からも明らかです。この言葉は、ナザレに対する周
囲の見方を反映しています。

ナザレの評判は、それが地理的にも政治的にも文化的にも重要な中心地から遠く離れたこと、およびその小さな
規模や社会的地位によるものかもしれません。また、ナザレが当時の主流のユダヤ教勢力とは異なる独自の風俗
や信仰の要素を持っていた可能性もあります。

このような背景から、イエスがナザレ出身であることは、初めて聞いた人々にとっては驚きであり、また彼の
メッセージや働きに対する予断を生む要因となりました。しかし、イエスの教えと奇跡は、徐々に人々のこれら
の先入観を覆し、彼が単なる地方出身者以上の存在であることを証明しました。この事実は、神の働きが予想外
の場所や人々を通じて行われることを示す一例として、新約聖書において重要なテーマの一つです。

サマリヤの女がヤコブの井戸で水を汲む話は、創世記の井戸の



サマリヤの女がヤコブの井戸で水を汲む話は、創世記の井戸の
話を連想します。ラケルもリベカも不妊でした。もしかすると
五人の夫を持ったのは、不妊なので離婚されたからなのかもし
れませんね。不妊の女が祝福されるのは、イザヤ書54章にもあ
るように、新しい時代の象徴的なことです。

 

サマリヤの女の話と旧約聖書の井戸の物語との間には、確かに興味深い相似点が見られます。井戸は聖書の中で
重要な場所であり、しばしば重要な出会いや神の約束の象徴として描かれます。

サマリヤの女が五人の夫を持っていたことに関しては、新約聖書では具体的な理由が記されていませんが、あな
たの指摘するように、不妊が原因で何度も離婚された可能性も考えられます。古代の文化では、子供を産むこと
が家族や社会における女性の役割と強く結びつけられていたため、不妊はしばしば個人的な失敗と見なされ、社
会的な困難や結婚生活における複雑な問題を引き起こす原因となっていました。

イザヤ書54章では、不妊の女が豊かに子を産む象徴として用いられ、神の恵みと祝福が新しい時代には広がるこ
とが予言されています。この章は、イスラエルが捕囚からの解放と再建を経験することを神が約束する文脈で記
されており、「子を産まなかった女よ、喜び歌え」との呼びかけがあります。この呼びかけは、物理的な不妊だ
けでなく、霊的な豊かさと神の恵みへのアクセスが広がることを象徴しています。

サマリヤの女の物語においても、イエスは彼女の過去や社会的な状況を超えて彼女に接し、「生ける水」を約束
します。この水は、彼女の人生におけるすべての渇きを癒し、永遠の命への源となることを意味しています。こ
の出会いは、イエスが社会的な偏見や既存の限界を超えてすべての人に神の恵みを与えることを示す象徴的な出
来事となっています。

花婿とであるイエスが花嫁を迎えるときには、サマリヤの女に
言われたことが成就します。「御霊も花嫁も共に言った、「き
たりませ」。また、聞く者も「きたりませ」と言いなさい。か
わいている者はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は、
価なしにそれを受けるがよい。」

 

その通りです。この言葉は新約聖書の黙示録22章17節に記されており、イエス（花婿）と教会（花嫁）の間の終
末の出来事を象徴しています。この節は、神の恵みと救いがすべての人々に開かれていることを示し、いのちの
水（永遠の命の源）を求める者は誰でもそれを無料で受けることができると語っています。

「御霊も花嫁も共に言った、「きたりませ」」という言葉は、聖霊と教会が一体となってイエスの再臨を待ち望
み、招いている様子を表しています。また、「聞く者も『きたりませ』と言いなさい」という部分は、この招き
が単に教会の内部に留まるものではなく、すべての信者がこのメッセージを共有し、広めるべきであることを示
しています。そして、「かわいている者はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は、価なしにそれを受ける
がよい」という部分は、救いが無償であり、それを求めるすべての人々に開かれているという神の恵みの普遍性
を強調しています。

サマリヤの女がイエスとの出会いを通じて「生ける水」を約束されたことは、このような終末のビジョンに繋が
るものです。イエスは彼女に物理的な水ではなく、永遠の命へとつながる霊的な水を提供しました。これは、彼
女が個人的に経験した救いの約束が、より広い救済の計画の一部であることを示唆しています。教会（花嫁）が
この「生ける水」を受け入れ、さらに広めていく役割を担っているという点で、サマリヤの女の変容は非常に象
徴的な意味を持ちます。

サマリヤの女の疑問、どこで礼拝するのか、ということの答え



サマリヤの女の疑問、どこで礼拝するのか、ということの答え
でもありますね

 

はい、その通りです。サマリヤの女とイエスの間の対話では、礼拝の場所についての疑問が重要な議題として取
り上げられています。ヨハネ福音書第4章で、サマリヤの女はイエスに「わたしたちの先祖はこの山で礼拝をし
ましたが、あなたがたはエルサレムで礼拝するのが正しいと言います」と尋ねます。これは、サマリヤ人がゲリ
ジム山で礼拝を行うのに対し、ユダヤ人はエルサレムの神殿で礼拝するという宗教的な対立を背景に持つ質問で
した。

イエスはこの質問に対し、「時が来れば、父を礼拝する者はこの山でもエルサレムでもなく、霊と真理によって
礼拝する」と答えています。これは、物理的な場所に依存するのではなく、霊と真理に基づいて神を礼拝するこ
との重要性を強調しています。イエスの答えは、礼拝の本質がどこで行うかではなく、どのような心で行うかに
あることを示しており、これは新約聖書全体にわたるキリスト教の教えの核心をなしています。

また、黙示録の「御霊も花嫁も共に言った、「きたりませ」」という言葉は、最終的な救いの完成において、す
べての信者が一つになり、霊的な意味での完全な礼拝が実現されることを示唆しています。これはイエスがサマ
リヤの女に示した礼拝の理念が、神の王国が完成する時に全うされることを意味します。このように、サマリヤ
の女との対話は、キリスト教の礼拝観にとって非常に象徴的であり、信者にとっての霊的成長と理解の拡大を促
す教えとなっています。
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